
　

熊
本
地
震
か
ら
１
年
と
し
て
、
本

町
出
身
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
・
藤

本
康
太
選
手
（
下
田
口
区
出
身
・
セ

レ
ッ
ソ
大
阪
）
か
ら
本
町
へ
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

藤
本
選
手
は
、
熊
本
国
府
高
を
経

て
２
０
０
５
年
に
Ｊ
リ
ー
グ
の
同
ク

ラ
ブ
に
入
団
し
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー

と
し
て
活
躍
。
プ
ロ
生
活
13
年
で
、

通
算
17
ゴ
ー
ル
を
上
げ
て
い
ま
す
。

今
回
、
熊
本
地
震
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
本
町
へ
、
復
興
を
願
う
応
援
メ

ッ
セ
ー
ジ
入
り
の
色
紙
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

藤
本
選
手
は
「
甲
佐
町
の
皆
さ
ん

が
元
気
に
日
々
を
送
れ
る
よ
う
に
大

阪
か
ら
応
援
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
共
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

　４月３日（月）町役場で、甲佐町地域おこ

し協力隊へ委嘱状が交付されました。

　同隊は、地域活性化を目的として、都市住

民など地域外の人材を地域の担い手として受

け入れ、地域おこしや農林漁業の応援、住民

の生活支援などの地域協力活動を行う制度で、

平成21年度に総務省が創設したものです。

　本町では佐藤直樹さん（愛媛県出身・広瀬

区）が平成24年から隊員を務め、本町への移

住定住支援や地域活性化などで活動されます。

新１年生入学おめでとう　
平成29年度小・中学校入学式

応援メッセージで本町を激励
藤本康太選手（下田口区出身・セレッソ大阪）

地域の活性化をサポート
４月３日（月）地域おこし協力隊委嘱状交付

▼上級生や先生に向かって元気な声であいさつをする甲佐小の新入児童

▲奥名町長から委嘱状を交付された佐藤さん（写真左）

▼

震
災
復
興
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
藤
本
康
太
選
手

　

４
月
５
日
（
水
）
町
役
場
で
、
甲

佐
ブ
ラ
ン
ド
「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
の

認
定
証
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

「
こ
う
さ
ん
も
ん
」
と
は
、
本
町

を
代
表
す
る
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
を
作

り
、
農
商
連
携
の
推
進
や
交
流
人
口

の
増
加
を
図
る
こ
と
が
目
的
。
今
回

新
た
に
「
う
な
ぎ
蒲
焼
き
」（
山
本

建
設
㈱
甲
佐
養
殖
場
）
と
「
梅
酒
カ

ス
テ
ラ
」（
パ
ン
工
房
ふ
う
さ
ん
）

の
２
品
が
特
産
品
に
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
ボ
シ
ド
ラ
焼
き
」（
㈾

池
田
製
菓
舗
）、「
ニ
ラ
で
ス
ー
プ
」

（
パ
ン
工
房
ふ
う
さ
ん
）
が
認
定
更

新
と
な
り
ま
し
た
。

　

交
付
式
で
、
奥
名
克
美
町
長
は

「
町
外
だ
け
で
な
く
県
外
に
も
広
く

Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　４月10日（月）下横田の「ゆうぐれハウス」

で、放課後児童クラブ「ひまわりクラブ」の

開所式が行われました。

　放課後児童クラブとは、保護者が仕事など

で昼間家庭にいない児童たちに対し、放課後

に適切な遊びと生活の場を提供して健全な育

成を図るために、町がＮＰＯ法人などに委託

し、実施するものです。

　本町の児童クラブは３カ所となり、甲佐小

学校地内の専用施設と白旗福祉ふれあいセン

ターの２カ所でも運営されています。

新たに２品が特産品認定
甲佐ブランド「こうさんもん」認定証交付式

児童の健全な成長を推進
放課後児童クラブ「ひまわりクラブ」開所

▲開所式後に「ゆうぐれハウス」で仲良く遊ぶ児童たち

▼

新
規
認
定
・
更
新
さ
れ
た
生
産
者
に
認
定
証
を
交
付

　

４
月
11
日
（
火
）
町
内
の
各
小

学
校
お
よ
び
甲
佐
中
学
校
で
、
平

成
29
年
度
入
学
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
29
年
度
新
入
生
は
、
甲
佐

小
40
人
、
龍
野
小
26
人
、
乙
女
小

24
人
、
白
旗
小
20
人
で
町
内
小
学

校
全
体
で
は
１
１
０
人
。
甲
佐
中

は
、
76
人
が
入
学
し
ま
し
た
。

　

甲
佐
小
学
校
（
福
田
雅
也
校
長

１
８
７
人
）
で
は
、
同
小
体
育
館

で
入
学
式
を
開
催
。
上
級
生
や
保

護
者
な
ど
の
拍
手
に
迎
え
ら
れ
て

新
入
児
童
が
元
気
良
く
入
場
し
て

開
式
。
は
じ
め
に
氏
名
点
呼
が
行

わ
れ
、
新
入
児
童
た
ち
は
一
人
ひ

と
り
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
大
き

な
声
で
返
事
を
し
起
立
し

ま
し
た
。

　

福
田
校
長
は
「
新
１
年

生
の
皆
さ
ん
の
入
学
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
取
り

組
ん
で
、
元
気
に
学
校
生

活
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。」
と
式
辞
。

　

児
童
会
か
ら
は
新
入
生

に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
の

小
学
校
生
活
で
の
心
掛
け

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
協
会

か
ら
黄
色
い
傘
、
同
小
Ｐ

Ｔ
Ａ
か
ら
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

が
新
入
生
に
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　４月22日（土）東京都渋谷区の國學院大學キャ

ンパスで、第24回東京甲佐会総会および懇親会が

開催されました。

　同会（蜂谷和明会長）は、主に首都圏在住の本

町出身者などで構成され、会員相互の親ぼくと故

郷である本町との交流や情報交換などを目的に、

平成６年に設立されました。

　総会では、平成28年度に取り組んだ事業として、

熊本地震により被災した町への義援金や昨年11月

に開催された第41回熊本甲佐10マイル公認ロード

レース大会へ協賛金を寄贈したことや、会員相互

の交流会などの報告がされました。

　続いて開催された懇親会では、奥名克美町長が

熊本地震での本町の被災状況や今後の復旧・復興

に向けた取り組み方針などを発表。また、甲佐町

商工会（中村幸男会長）からは、甲佐ブランド

「こうさんもん」認定品の展示や紹介がありました。

　本町にゆかりのある約80人の参加者は、故郷へ

の思いを温め交流を図りました。▲東京都渋谷区の國學院大學キャンパスで開催された第24回東京甲佐会
総会であいさつをする蜂谷会長

本町出身者が集い故郷を思う
第24回東京甲佐会総会および懇親会


